
の
松
永
桂
子
先
生
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
松
永
先
生
は
、
桜

江
町
の
桑
の
葉
を
使
っ
た
商
品
開

発
な
ど
を
例
え
に
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
特
産
品
販
売
な
ど
で
利

益
を
追
求
し
、
人
々
の
生
活
を
豊

か
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

補
助
金
交
付
終
了
後
の
活
動
財
源

確
保
の
観
点
か
ら
も

｢

ソ
ー
シ
ャ

ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
視
点

を
市
民
活
動
に
取
り
入
れ
て
は
ど

う
か｣

と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
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大大東東 11,,009933万万円円

加加茂茂 668844万万円円

木木次次 992233万万円円

三三刀刀屋屋 553366万万円円

吉吉田田 440033万万円円

掛掛合合 554477万万円円

広広域域 443311万万円円

[[設設立立準準備備]]
1144件件

[[環環境境保保全全・・景景観観整整備備]]
1133件件

[[地地域域ママネネーージジャャーー事事業業]]
1122件件

[[学学術術・・文文化化・・芸芸術術・・
ススポポーーツツ]] 1111件件

[[高高齢齢者者・・地地域域福福祉祉]]
1100件件

[[調調査査・・研研究究]]
５５件件

[[体体験験交交流流]] ４４件件

[[子子どどもものの
健健全全育育成成]]
４４件件

[[防防犯犯・・防防災災]] ４４件件
[[そそのの他他]] 1133件件

[[学学術術・・文文化化・・芸芸術術・・
ススポポーーツツ]] 2277件件

[[環環境境保保全全・・景景観観整整備備]]
1199件件[[体体験験交交流流]]

1122件件

[[子子どどもものの
健健全全育育成成]] ８８件件

[[高高齢齢者者・・地地域域福福祉祉]]
６６件件

[[商商品品開開発発]]
４４件件

[[そそのの他他]] 1144件件

[[設設立立準準備備]]
333322万万円円

[[環環境境保保全全・・
景景観観整整備備]] 331188万万円円

[[地地域域ママネネーージジャャーー事事業業]]
774499万万円円

[[学学術術・・文文化化・・芸芸術術・・ススポポーーツツ]] 337799万万円円

[[高高齢齢者者・・地地域域
福福祉祉]] 115533万万円円

[[調調査査・・研研究究]]
114444万万円円

[[体体験験交交流流]]
111144万万円円

[[防防犯犯・・防防災災]] 5566万万円円
[[子子どどもものの健健全全育育成成]]
111166万万円円

[[そそのの他他]]
335599万万円円

[[学学術術・・文文化化・・芸芸術術・・
ススポポーーツツ]] 555522万万円円

[[環環境境保保全全・・景景観観整整備備]]
339977万万円円[[体体験験交交流流]]

227788万万円円

[[子子どどもものの
健健全全育育成成]]
113344万万円円

[[高高齢齢者者・・
地地域域福福祉祉]]
9911万万円円

[[商商品品開開発発]]
9900万万円円

[[そそのの他他]]
225555万万円円

��������	 ��������	
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��������������� ���������	��������

������������ !"#� ��������	������ !"#�

$$%% &&''(())

※ＮＰＯ法人への補助金 (100万円) は設立､ 運営に対するもので､ グラフを省略しています｡
※各事業への補助金交付状況については､ 雲南市ホームページの ｢地域振興補助金｣ コーナーに掲載しています｡
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笠松主任研究員
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そ
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る

｢

日
本
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会｣

(

３
月
14
日

地
域
づ
く
り
総
務

大
臣
表
彰
受
賞)

と

｢

海
潮
地
区

振
興
会｣

(

３
月
１
日

県
民
い

き
い
き
活
動
奨
励
賞
受
賞)

の
２

団
体
か
ら
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
多
々
納
正
義
さ

ん
、
昨
年
度
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
様
子
を
紹
介
し
な
が
ら
、

｢

地
域
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

活
動
に
発
展
性
を
持
た
せ
る
こ
と｣

や

｢
自
立
し
た
運
営
を
行
う
た
め

の
財
源
確
保

(

現
在
は
、
地
域
振

興
補
助
金
を
利
用)｣

な
ど
が
市
民
活
動
を
維

持
・
発
展
さ
せ
て
い
く

上
で
の
課
題
で
あ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

振
興
会
の
加
本
恂
二

さ
ん
も
そ
ば
打
ち
や
カ

ズ
ラ
工
芸
な
ど
の
体
験

活
動
を
通
じ
、
都
市
住

民
と
の
交
流
を
図
る

｢

田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー｣

や

大
阪
府
吹
田
市
で
行
っ
た

｢

Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
呼
び
か
け
交
流
会｣

な
ど

の
実
践
結
果
に
つ
い
て
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

n
o
R
p
q
r

s
t
u
v
w

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
地
域
自
主
組
織
、

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
、

地
域
委
員
会
の
関
係
者

６
名
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
参
加
。
昨
年
度
の

活
動
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト

か
ら
は
、
各
団
体
の
交

流
に
よ
り
、
市
民
活
動

が
全
市
的
な
広
が
り
を
み
せ
る
こ

と
へ
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
意
見

や
、
今
後
の
活
動
財
源
の
確
保
を

不
安
視
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
財
源
確
保
問
題
に
つ
い
て
は

パ
ネ
リ
ス
ト
ら
の
関
心
も
高
く
、

｢

費
用
対
効
果
な
ど
を
考
慮
し
た

事
業
展
開｣

や｢

地
域
自
主
組
織
、

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
連

携
し
、
互
い
の
機
能
を
補
完
し
た

総
合
的
な
活
動
展
開｣

が
必
要
で

あ
る
な
ど
、
今
後
活
動
を
進
め
る

上
で
の
一
つ
の
方
向
性
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

x
y
z
{

｢

地
方
に
お
け
る
地
域
社
会
変

革
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
取
り
組
み｣

と
題
し
て
、
島
根
県
立
大
学
講
師
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3344 55661122


